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　日の光が輝き、すべての生き物の生き生きとした息
吹を感じる季節、子どもたちの大きく成長した姿、生
活を共にするお友達や保育者との豊かな交わりの姿に、
ほんの1年間ではありますが子どもたちの持つ「生き
る力」を感じる開園1年目となりました。そして2年目
の春、かりやYMCA保育園では約70名の子どもたちと
の生活が始まりました。
　2023年度キリスト教保育の年主題は「ともにつむぎ
だす〜希望の中で〜」です。紡ぎ出すとは、綿や繭に
よりをかけて糸を作り出し、より強くそして新しいも
のを生み出すこと。すべての人が平和に共に生きてい
く世界を希望の中に見出したいと願います。

しかし日々メディアからはこの世界の大きな課題や
困難が聞えてきます。そんな世界に子どもたちの希望
を見出すことは簡単ではないようにも感じてしまいま
す。だからこそ、未来を創る全ての子どもがかけがえ
のないひとりとして愛され、「人を信じ、自分を信じる」
大人に育ってほしい。そして様々な違いや課題を踏ま
えた上ですべての人が、平和に共に生きていく世界を
紡ぎ出す大人となることに、希望があると信じます。
2023年度、喜びと不安の中でまた新しい出会いと歩
みが始まりました。今年度もかりやYMCA保育園につ
ながる全ての人が「愛されている」喜びを感じながら共
に育まれる場となる事を願い、子どもたち、保護者、
そして地域と共に豊かなコミュニティーを紡ぎ出して
行きたいと思います。

かりやYMCA保育園　開園から1年
ともにつむぎだす～希望の中で～ かりやYMCA保育園　園長　橋本  啓

「親子で遊ぼう」会 収穫感謝祭 クリスマス会
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経験を活かす
本館・ウエルネス　遠山 奈月　

　今年度から入職いたしました遠山奈月で
す。私は今まで新体操や陸上競技をやって

きました。YMCAでは自分の経験を活かし、子どもたちの
ために一生懸命働いていきたいです。1日でも早く力にな
れるよう頑張ります。よろしくお願いいたします。

はじめまして 
南山幼稚園・教諭　大谷 多恵

　主の御名をほめたたえます。大谷多恵と
申します。南山幼稚園にこの4月より仲間

に加えていただきました。久しぶりの現場復帰にドキドキ
しておりますが、子どもたちと共に歩んでいきたいと思っ
ております。どうぞよろしくお願いいたします。

大好きなものが見つかる場所
刈谷・ウエルネス　小島 陽

　私は4年間学生リーダーとしてYMCAに
関わってきました。YMCAのキャンプで本格

的にスキーを始め、今では大好きな趣味になっています。
YMCAに来た子どもたちにとって、キャンプなどの活動は
大好きなものが見つかる場所であることを願っています。
そのために子どもたちが安心して挑戦できる場所をつくれ
る職員でありたいです。これからよろしくお願いします。

抱 負
かりやYMCA保育園・保育士　生田 美沙華　　　　　　

　今年度より、かりやYMCA保育園に勤務
させていただくことになりました。子ども

たちの笑顔に癒されながら毎日保育をしています。一人ひ
とりの性格や発達に合わせて丁寧に関わることや、園に通
うのが楽しいと思ってもらえるような保育をしていきたい
です。どうぞよろしくお願いいたします。

いっぱい食べて遊んで大きくなってね
 かりやYMCA保育園・栄養士　渡邊 采

　今年度より、かりやYMCA保育園に勤務
となりました渡邊采です。厨房の窓から見

える子どもたちの元気な姿を近くで感じながら日々ご飯を
作っています！これから成長していく身体と心を見守りな
がら、一緒に大切な時間を過ごしていきたいです。

明るく笑顔で
YMCAかみさわ保育園・保育士　加藤 朱莉

　私は笑顔で子どもたちと関わっていくこ
とを大切にしていきたいと思います。子ど

もにとっての大切な時期を共に過ごす立場であるからこそ、
明るく笑顔で子どもの成長を支え、保育園での生活を楽し
く、伸び伸びと過ごすことができるよう努めていきたいと
思います。

トイレ事情

　日和田高原キャンプ場のトイレが120周年記念募金を
用いて改装され、洋式水洗トイレになりました。開設
40年にして画期的な出来事です。今までのトイレは簡
易水洗トイレ。少量の水を用いて便槽に流していく形式
です。簡易水洗トイレの利点は、使用する水の量が1回
500ml以下のため便槽に水が溜まらず、汲み取りの頻度
が少なくて済むことです。一方少量の水で流すため便や
ペーパーが流しきれず、汚いまま放置されることが時々
あります。水洗トイレに変わると、清潔感が高まり安心
してトイレに行くことができますが、使用する水の量が
多いため頻繁に汲み取りをする必要があります。下水道

が完備していない山の中で、都会と同じ快適さを求め
ると何かを犠牲にする必要があります。本当は、キャン
プ場での不便さの意味を知ってほしく簡易水洗を続けた
かったのですが、清潔なトイレしか知らない子どもたち
の習慣を守るために、ついに水洗トイレを選択しました。
これを機にシャワートイレの導入も検討しましたが、想
定外の課題に直面し断念。冬の気温が氷点下になるキャ
ンプ場では、使用しない冬季は凍結防止のため水抜きを
行います。しかしシャワートイレの先端部に残った水滴
が凍結し、頻繁に破損するとのこと。それを防ぐには
シャワートイレを取り外し毛布に包んでおく必要がある
そうです。都会では経験することのない、厳しい自然の
中でこそ試される確かな知恵と工夫がありました。
� （中村  隆）

新採用職員紹介
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名古屋YMCA本館
　新卒採用の
遠山さん、去
年の途中採用
の 伊 藤 さ ん 、
渡邉さんをス
タッフに加え
た顔ぶれでスタートしました。本館はユースボランティア
活動の拠点でもあることから、リーダーの説明会に多くの
新大学生が来館してくれています。また、学童保育にも新
小学１年生が多く入会するなど、今年の本館はフレッシュ
さでいっぱい。活気にあふれたスタートを切りました。
� （館長　中井 信幸）

南山ファミリーYMCA
　 昨 年 度 と 同 じ ス
タッフメンバーで今
年度も元気いっぱい
スタートしました！
ユーススポーツ（体
操 、 バ ス ケ 、 サ ッ
カー）を強化ポイン
トとして取り組み、スポーツを通して地域の子どもたちの
心と身体の健やかな成長を願います。たくさんの笑顔と
チャレンジに溢れる南山YMCAです！併設する南山幼稚園
と協力し子どもたちを温かく見守っていきます。
� （主任　成瀬 祥子）

YMCAかみさわ保育園
　今年度は、新たに
1 2 名 の 子 ど も た ち
を迎え、64名の子ど
もたちとスタートし
たかみさわ保育園で
す。4月からは保護者
の方が園への出入り
ができるようになり、保育園での子どもたちの様子や成長
を保護者と職員で共有する時が増えました。保護者の方と
の距離がぐんと近づいたように思います。今年は開園から
10年目の節目の年となります。10年目の年も新たな気持ち
で、地域にある子育て支援の場としての歩みを進めていき
たいと思います。�  （園長　東田 美保）

YMCAこひつじ保育室
　4月より新しい子どもた
ちを3名受け入れました。
子どもたちは、早々に慣
れ、泣いていた子どもた
ちも、直ぐにお家の方か
ら離れて遊べるようになりました。また今年度は、うれし
いことに卒園した子どもたちがYMCAの体操教室や学童に
参加してくれています。そんな、地域の中で愛される「こ
ひつじ保育室」でありたいと思います。�（園長　中井 信幸）

南山幼稚園
　新年度を迎え、元気
な 子 ど も た ち と 過 ご
す 日 々 が 始 ま り ま し
た 。 今 年 度 か ら 預 か
り 保 育 時 間 の 延 長 や
長 期 休 暇 中 の 受 入 れ
を開始し、給食を週3
日に増やすなど新しい試みを取り入れます。これまで同様、
子どもたちがのびのびと過ごし、地域に開かれた幼稚園で
あるとともに、社会のニーズに応える幼稚園でもありたい
と思います。� （南山館長・学校法人事務　清水 美佐子）

発達サポートつるさと
　満開の桜に迎えられ、新年
度がスタートしました。様々
な学年の仲間やリーダーと、
曜日によって異なるプログラ
ムに取り組んでいます。仲間と協力したり、勝ち負けを楽
しんだりと、日々賑やかに過ごしています。新学期が始ま
り、様々な思いのある中で、子ども達が変わらず安心でき
る場であり続けたいです。� （指導者　平 真輝）

名古屋YMCA日本語学院
　名古屋YMCA
日本語学院は開
設 6 年 目 を 迎 え
ました。コロナ
による制限が解
かれ、学校としての活気が戻ってきました。現在の学生数
は103名、20の国と地域の学生が日本語を学んでいます。�
� （校長　万福寺 昭美）

2023 年度　拠点紹介
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「名古屋YMCAは、キリスト教精神に基づ
き、すべての人びとに、生涯にわたる学
習の場と、社会参加の機会を提供し、相
互の交わりと連帯を通して、共に生きる
世界の実現を目指します。」

「見よ、新しいことをわたしは行う。  
  今や、それは芽生えている。」

（イザヤ書43章19節）

名古屋YMCA	 052-757-3331
YMCAこひつじ保育室	 052-757-5530
南山ファミリーYMCA	 052-831-6968
南山幼稚園	 052-831-8271
神沢ファミリーYMCA	 052-879-6300
YMCAかみさわ保育園	 052-879-6222
名古屋YMCA日本語学院	 052-531-0077
発達サポートYMCAつるさと	 052-823-2021
かりやYMCA保育園	 0566-62-8227

お問い合わせ

https://nagoyaymca.org

名古屋YMCA
使命

2023年度聖句

維持会員感謝・ご寄付感謝� （2023年3月25日～4月25日）
維持会員 （継続）

下村　徹嗣　　下村　展子　　深谷　　聡　　小林　純子
福田　義正　　牧野　和博　　松井　克己　　西村　　清
橋爪　良和　　橋爪　圭子　　神野　啓子　　嶋崎　英子　
義井　裕子　　加藤　明宏　　山本　伸彦　　黒田　忠嘉
黒田　邦子　　小谷　治郎　　小谷　充子　　渡邊　信子
服部　千秋　　岩瀬　康彦　　桐山　　潤　　桐山　恵子　　
小尾　雅彦　　小島とよ子　　山本　和子　　加藤　　渡　　
小林　滋記　　八木　武志　　山口　一雄　　浅井　秀明
Olson Kikuchi 三恵

賛助会員 （継続）
　丸丹スポーツ用品株式会社
寄付金	
　（トルコ・シリア大地震緊急支援募金）　
　小尾　雅彦　　名古屋グランパスワイズメンズクラブ
　（ポジティブネット募金）
　三牧　勉

　トルコ・シリア大地震緊急支援募金は3月31日で終了し
ました。お預かりした募金は、日本YMCA同盟を窓口にし
て現地の復興支援に用いさせて頂きます。
  � （国際協力担当　広瀬 謙一） 

刈谷YMCA
　 4 月 か ら メ ン バ ー に も ス
タッフにも新しい仲間が加わ
り、あらたなスタートを切っ
た刈谷YMCA。子ども達にとっ
て大好きな場所になるよう、
スタッフも楽しみながらクラ
ス運営をしていきます。また
今年度は、活動拠点のウォー
ターパレスKCを指定管理して
いる共同事業体ともアイディアを出し合いながらイベント
を開催し、地域に愛され、必要とされる施設となるよう取
り組んでいきます。    � （主任　谷口 みはる）

かりやYMCA保育園
　新たに22名の子ども達
を迎えて68名となった子
ども達と、常勤・非常勤
合わせて16名の職員とと
もに、開園2年目をスター
トしました。1年目とはま
た違う日々の保育や行事など、新しい取組みには前例が
なく、すべて手探りの毎日。やり始めてみて初めて「これ
では駄目ではないか」と気づくこともありました。昨年度
行ってきたことを土台に、新たな取り組みが始まります。
意見を出し合い、子ども達が主体的に育つ保育園を目指し、
作り上げていきたいと思います。 �  （保育士　森永 有美）

トルコ・シリア大震災緊急支援募金報告

ワイズコーナー　5月例会の予定

募金総額　171,755円

日　時　5月9日（火） 7：45～8：30 
会　場　名古屋YMCA５Fチャペル
奨　励　日本基督教団枇杷島教会　片山 博喜 牧師

早天祈祷会 

名古屋 5月9日（火）
19：00～

卓話  「未定」 
講師  吉野光汰氏

名古屋YMCA
& ZOOM

名古屋
東海

5月11日（木）
18：45～

卓話  「�ドラゴンズあれこれ」
講師  中日ドラゴンズ昇竜館
　　      館長   中原勇一氏

ラ・スース
ANN

名古屋
グランパス

5月11日（木）
19：00～

日和田キャンプ場活用案
担当主事入会式 名古屋YMCA

名古屋
南山

5月13日（木）
10：30～ 春の収穫祭 南山ワイズ

農園


